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一般社団法人 日本行動分析学会第 44回年次大会 第１号通信 

 

 

2026 年の第 44 回年次大会を早稲田大学早稲田キャンパスにて開催させていただくことに

なりました。早稲田大学での開催は 2011 年の第 29 回大会以来 15 年ぶりの開催となます。

大会準備委員会一同、身の引き締まる思いで準備を進めております。会期は 8 月 28 日から

30 日の 3 日間で、大会プログラムとして一般発表、各種シンポジウム、特別講演を予定して

おります。本大会の準備スタッフの多くは、早稲田大学人間科学学術院に所属しております。 

私たちの理念である「多様な学問領域を横断し、世界を探求する複眼的な方法によって、人

間の未来を構築する」という精神を反映し、多様な背景を持つ学問領域と行動分析学のつな

がりをより一層深められる大会を目指しております。 

年次大会のメイン会場として使用する 3 号館は 1933 年の竣工から増築を繰り返し、歴史

的建造物の外観（旧 3 号館）を忠実に再現した「再現棟」と、最先端の機能を持つ 14 階建て

の「高層棟」を融合させたユニークなデザインとなっています。大隈記念講堂や大隈重信像

にも近く、早稲田キャンパスの象徴であり、伝統と革新を融合して学術交流をするうえでと

ても適した場所ということができます。また、懇親会は大隈重信の邸宅跡地に併設されてい

る大隈ガーデンハウスで行う予定です。大きなガラス張りの窓が特徴となっており、隣接す

る大隈庭園が醸し出す四季折々の風景を眺めながら、闊達なご議論とともに交流の場として

ご堪能いただければと思います。 

現在、早稲田キャンパス再開発工事の最中にあります。その工事期間の中での開催となる

ため、会期中にご不便、ご面倒をおかけすることが多々あるかと思います。そのような中で

の開催ではありますが、参加者のみなさまが活発な議論、交流を行うことができる快適な環

境をできる限り準備させていただくつもりです。それではみなさまのご来場を心よりお待ち

しております。 

 

 

 日本行動分析学会第 44 回年次大会準備委員会 

 委員長 大森幹真 

 

■大会概要 

 

1. 会期 

2026 年 8 月 28 日（金）～ 30 日（日） 

 

2. 会場 

早稲田大学早稲田キャンパス（〒169-8050 新宿区西早稲田 1-6-1） 

https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus 

https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus
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3. プログラム概要（および日程の詳細） 

 

 ※ 詳細が決まり次第、大会ホームページに掲載します。 

 

■大会プログラム 

 

1. 研究発表 

すべてポスター発表で実施します。必ず期限までに参加・発表申込み、諸費用の納付を行っ

て下さい。各期限は P.7 の『5. 各種申込・諸費用納付サイトおよび期限』をご確認ください。 

 

（１）第 1 発表者は発表内容をポスター形式で掲示してください。それをもとに発表者と質問

者の間で個別に討論していただきます。 

（２）公式発表の要件は、①論文集への抄録掲載、②ポスターの掲示と討論への参加（在籍責

任時間は 60 分）です。 

（３）非会員でも第 1 発表者になることができます。その場合は、非会員の大会参加費を期限

までに納入することと、正会員が発表申込責任者として連名になることが条件となりま

す。 

（４）第一発表者（単独発表も含む）として研究発表できるのは 1 人 1 回です。連名発表者に

ついてはこの限りではありません。 

（５）参加申込や諸費用納付、抄録提出期限に遅れた場合は、受理しかねますのでご了承下さ

い。 

（６）本学会の目的に照らし不適当な研究、倫理面の配慮に欠ける研究は受理できません。な

お、抄録原稿を大会準備委員会が閲覧し、本学会の発表に適さないと結論した場合は、

採択が取り消されます（この場合に限り、大会参加費の返却申請が可能です）。周辺領

域での発表は行動分析学との関係を明記してください。 
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※学生会員の研究発表助成がございます。詳細は p.8 の『学生会員年次大会発表助成につい

て』をご覧ください。 

 

2. 若手研究者口頭発表 

若手研究者口頭発表セッションが対面で開催されます。学部生、大学院生、卒業・修了 5 年

度目以内の方ならどなたでもご発表いただけます。受賞者には副賞（1 万円）も授与されますの

で、奮ってお申し込みください。 

 

（１）本件は、下記の条件に従い発表申し込みを済ませた上で、若手研究者優秀発表賞選考委

員会の審議を経て、大会での発表及び「若手研究者優秀発表賞」の審査対象となること

が認められるものです。大会準備委員会による運営とは別であり、受付等も独立してお

りますのでご注意ください。 

（２）発表者の資格は、『①発表がなされる年度の終了日において日本行動分析学会の会員であ

ること』、『②発表がなされる年度の終了日において、学部・大学院の正規学生、あるい

は卒業・修了後 5 年度目以内であること』、『③所定の手続きにより「若手研究者口頭発

表セッション」に発表を申し込み、選考委員会の審議を経て、主発表者として受理され

ていること』、『④選考委員会の委員ではないこと』の 4 点です。上記③の発表申し込み

に必要な書式など、詳しくは学会 HP の「学会賞•助成」のタブの若手研究者優秀発表賞

規程をご確認ください。 

（３）上記③の申し込み受理の要件として、予約参加申込および諸費用納付（申込期限 5 月 29

日）を済ませていることが必要となります。遅れた場合は、受理しかねますのでご了承

ください。 

（４）発表時間は、15〜20 分、質疑応答 5 分〜15 分を予定しています。 

（５）発表内容は、行動分析学に関わりのある研究とします。なお、学位論文や過去の研究発

表の内容を含むことは可能ですが、全く同じものは不可とします。 

（６）発表者に選出された場合、研究業績として「シンポジウム話題提供者」となります。な

お、連名発表者もこの研究業績を得ますが、若手研究者優秀発表賞の審査・受賞対象と

なるのは主発表者のみです。 

（７）本学会の目的に照らし不適当と判断される研究や、倫理面配慮に欠けると判断される研

究は受理できません。 

（８）大会期間中の懇親会（第 2 日目 8 月 29 日（土）18：00～懇親会会場）において若手研

究者優秀発表賞の受賞者の発表と表彰を実施します。口頭発表に申込みをされた方は、

懇親会の予約申し込みも忘れずに行うようにしてください。 

 

3. 学会企画シンポジウム 

『行動分析学と橋渡し研究（３）』に関するシンポジウムを予定しています。 
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4. 大会企画シンポジウム 

 『社会における行動変容』をテーマとしたシンポジウムを予定しています。 

 

5. 特別講演 

 テーマなどの詳細が決まり次第、大会ホームページにてお知らせいたします。 

 

6. 公募企画シンポジウム（３企画） 

皆様からご応募いただいた企画を、テーマおよび内容を確認の上、公募企画シンポジウムと

してスケジュールに組み込みます。件数に限りがありますので、不採択となることもございま

すのであらかじめご承知おきください。皆様からのご応募をお待ちしております。応募にあた

り下記をご確認ください。 

 

（１）シンポジウムの時間は 2 時間です。 

（２）シンポジウムの企画者・司会者・話題提供者・指定討論者は原則として正会員としま

す。ただし、本学会の目的を理解しその発展に資する非会員の方を話題提供者・指定討

論者に加えることはできます（非会員の方には大会参加費をお支払いいただく必要があ

ります）。 

（３）参加・発表申込み、諸費用納付、抄録提出期限に遅れた場合は受理しかねますのでご了

承ください。参加・発表申込み、諸費用納付期限は P.7 の『5. 各種申込・諸費用納付

サイトおよび期限』をご確認ください。 

（４）申し込み件数や企画内容に基づき、大会準備委員会にて採否の決定をさせていただきま

す。 

（５）採否通知は 6 月 12 日（金）に行う予定です。 

 

7. 自主企画シンポジウム（３企画） 

自主企画シンポジウムは、企画者等が自主運営するもので学会および準備委員会は関与しな

いシンポジウムです。8 月 28 日(金)に行います。皆様からのご応募をお待ちしております。ま

た、申込にあたり次の注意事項を必ずご確認ください。 

 

（１）シンポジウムの時間は 2 時間とし、参加は無料とします。 

（２）大会準備委員会は会場と機器の設定のみを行います。その後の運営は参加者で行ってく

ださい。 

（３）シンポジウムの企画者・司会者・話題提供者・指定討論者は原則として正会員としま

す。ただし、本学会の目的を理解し、その発展に資する非会員の方を話題提供者・指定

討論者に加えることはできます。 

（４）参加・発表申込みや諸費用納付、抄録提出期限に遅れた場合は受理しかねますのでご了

承ください。参加・発表申込み、諸費用納付期限は P.7 の『5. 各種申込・諸費用納付

サイトおよび期限』をご確認ください。 

（５）申し込み件数や企画内容に基づき、大会準備委員会にて採否の決定をさせていただきま
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す。 

（６）採否通知は 6 月 12 日（金）に行う予定です。 

なお、「6. 公募企画シンポジウム」と「7. 自主企画シンポジウム」の申し込み要件が

多少異なります。以下のように相違点を整理いたしましたので、お間違えのないようご注

意ください。 

 

 

8. 懇親会 

 8 月 29 日（土）の夕刻に、「大隈ガーデンハウス 3F」での懇親会を予定しております。懇

親会において若手研究者優秀発表賞の発表と表彰を実施します。 

 ※懇親会参加予定の方は、必ず事前に予約していただきますようお願い致します。 

 

9. その他 

 8 月 29 日（土）の午後に会員集会、学会賞授与式および受賞講演を行います。 

 

■大会参加手続き 

 

1. 第一発表者の予約参加申込 

第一発表者となるには、予約参加申込みと諸費用の納付が必須となります。研究発表を申し

込まれる場合には、会員・非会員の別なく、必ず予約参加申込みと諸費用納付手続きを行って

下さい。発表の申し込みだけを行って、参加手続きを当日に行うことはできません。予約参加

申込みがない場合には、発表の取り消し（プログラムに掲載されません）となりますのでご注

意下さい。 

 

2. 参加申込方法 

（１）今大会では参加申し込みも Peatix で行います。Peatix で諸費用のお支払いの手続きを

行う際、必要事項を入力してください。 

（２）諸費用につきましては「3. 諸費用納付」、各種申込期限は P.7 の「5. 各種申込・諸費用

納付サイトおよび期限」をご参照ください。 
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   自主企画シンポジウムの参加は無料となります。自主企画シンポジウムのみ参加される 

場合、参加登録は不要です。 

 

※２日目（8 月 29 日）以降の大会に参加される場合は必ず参加登録を行ってください。 

 

 

3. 諸費用納付 

Peatix というサービスを用いて諸費用をお支払いいただきます。サイトの URL は P.7 の

『5. 各種申込・諸費用納付サイトおよび期限』にてご確認ください。 

 

※Peatix のご利用にはアカウント作成（メールアドレスとパスワードの登録）が必要

です。クレジットカード（手数料不要）、コンビニエンスストアの ATM（手数料 220

円）等の方法でお支払いいただけます。詳しくは、下記の Peatix のサイトをご覧く

ださい。 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821736 

 

4. 諸費用納付一覧 

 

注１：非会員でも第一発表者になることができます。ただし、非会員の予約参加費（※）を

あらかじめ支払うこと、正会員が責任発表者として連名発表者となることが必要で

す。 

注２：現在、非会員で入会を希望の方は、学会事務局までお問い合わせください。 

注３：大学院生と学部生については会員・非会員の別なく同額となります。 

注４：夫婦会員は通常、「正会員（１）」となりますが、本大会では「正会員」扱いとさせて頂

きます。 

 

 

 

 

自主企画シンポジウムのみの参加について 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821736
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大会ウェブサイトから、PDF ファイル（無料）を各自ダウンロードいただく方式を

採用します。ダウンロードの方法は、年次大会発表申込者専用のメーリングリストでお

知らせいたします。なお、紙媒体をご要望の方は、別途 2,500 円（送料込）を大会参加

費などと併せてお支払いください。論文集の発送は大会終了後になります。 

 

 

5.各種申込・諸費用納付サイトおよび期限 

参加・発表申込み、諸費用納付期限は下記の通りです。発表を希望する方と大会参加のみ

の方で諸費用納付期限が異なりますのでご注意しください。 

 

≪参加登録・諸費用納付サイト（Peatix）URL≫ 

https://jaba2026.peatix.com 

 

≪ポスター発表・自主企画シンポジウム・公募企画シンポジウム申込フォーム URL≫ 

   https://forms.gle/ira2u8nG5sC8rgJH7 

※申込時にポスター発表の要旨、シンポジウムの企画趣旨（200 字程度）をご入力し

大会プログラム・発表論文集について 

https://jaba2026.peatix.com/
https://forms.gle/ira2u8nG5sC8rgJH7
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てもらう必要があります 

 

≪若手研究者口頭発表申込フォーム URL≫ 

https://forms.gle/wKFsb4jf33BsVyzZA    

※申込時に発表要旨（500 字以内）をご入力いただく必要があります。 

 

6. キャンセル・ポリシー 

 

（１）地震等の自然災害などその他やむを得ない事情により本大会を中止した場合、諸費用の

ご返却は致しかねますので予めご了解の上、お申し込みください。 

 

（２）研究発表において、本学会の発表に適さないと結論し採択が取り消された場合のみ、諸

費用の返却申請が可能です。 

（３）諸費用の返却に係る手数料等は、ご負担いただきます。 

 

■学生会員年次大会発表助成について 

この助成は本学会に所属する学生会員の育成を目指し、学生会員の年次大会におけるポスタ

ー発表助成を目的としたものになります。詳細は学会 HP 上の『学生会員年次大会発表助成制

度規程』をご覧ください。 

 

1. 助成内容 

①当該年次大会の参加費   ②年次大会会場までの交通費※ 

 

※②の交通費の助成は、年次大会会場までの交通費の往復が 1 万円以上を要することが条件と

なります。また、後日、領収書等の証憑書類の提出が必要となります。 

 

2. 助成対象者 

予算額の範囲内で、下記３つの条件を満たしている方に対して助成を行います。 

 

≪助成対象者の条件≫ 

①本学会に所属する会員で、学生であることを証明する所定の手続きを経たうえで正会

員（１）に該当している。もしくは、本学会に所属する会員で、所属大学・大学院にお

いて研究生の身分である。 

②年次大会において発表が認められたポスターの第一発表者となっている。 

③年次大会において実際に発表を行っている。 

 

※年次大会参加に当たり、本学会以外からの助成（たとえば、日本学術振興会の科学研究費

や、所属する大学院からの助成）を受けている方は助成対象となりません。 

 

https://forms.gle/wKFsb4jf33BsVyzZA
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※本制度は、収入の少ない学生会員への大会発表助成という側面もあります。学生会員であっ

ても収入が一定程度ある（いわゆる社会人学生など）とご自分で判断された場合には、本助

成への申請はご遠慮下さいますようお願い申しあげます。 

 

 

3. 応募方法 

助成を希望する方は、研究発表（ポスター発表）申し込み時に『学生会員年次大会発表助成』

の申し込みを行ってください。 

 

※助成総額が予算額を大幅に超過する場合、理事会において助成対象者の選考を実施します。 

※助成の採否および、助成金交付対象者への証憑書類の提出方法については大会終了後に連絡

いたします。 

 

■著作権の帰属および研究倫理の遵守 

著作権確認書および研究倫理誓約書の提出はありません。ただし、下記の著作権の帰属および

研究倫理を 熟読し承諾の上、ご応募ください。一般社団法人日本行動分析学会では、抄録原稿

を提出された時点で承諾したものとして処理しますのでご了解ください。 

 

1. 著作権の帰属 

一般社団法人日本行動分析学会第 44 回年次大会発表論文集（2026）に掲載される論文の著

作権に関し、 複製権・公衆送信権等の財産的権利は一般社団法人日本行動分析学会に帰属し

ます。 

 

2. 研究倫理の遵守 

一般社団法人日本行動分析学会第 44 回年次大会発表論文集（2026）に掲載される論文に関

して、一般社団法人日本行動分析学会倫理綱領（https://j-aba.jp/aboutus/rinri_koryo.pdf)を遵

守してください。特に、下記の条文について再確認してください。 

 

<対象者やクライエントの個人的権利について> 

倫理綱領:Ⅱ.1.(2)［対象者の自由の保証］ 

対象者が研究への参加を辞退したり、中断したりする自由をもっていることを尊重

すること。特に、プライバシーにかかわる研究の場合には、研究者はできるかぎり

対象となる人間に研究の内容について説明し、同意を得ること。 

倫理綱領Ⅲ. (4)［クライエントの同意］ 

クライエントが治療や研究への参加に同意を与える場合は、 正しい情報(介入の性

質と目標・辞退する自由・予想される利益と損失・複数の介入選択肢)が与えられ、 

強制のない事態での意志決定が保証され、かつ関連する情報を理解し判断する能力

があることが証明されることが望ましい。 

 

https://j-aba.jp/aboutus/rinri_koryo.pdf
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■その他 

 

1. ご協力のお願い 

  学会運営ならびに年次大会運営は、多くの方々の献身的な準備により支えられております。

日本行動分析学会は、会員の皆様の相互の理解と協力によって成立しますので、皆様のご助力

を賜りますようお願い申し上げます。なお、本大会は、 

 

「ハラスメント・ポリシー」 （https://j-aba.jp/data/harassment_policy.pdf） 

「ハラスメント防止に関する規程」 （https://j-aba.jp/data/harassment_kitei.pdf） 

「ダイバーシティ・ポリシー」 （https://j-aba.jp/data/diversity.pdf ） 

 

に従って開催されますので、ご留意くださいますようお願い申し上げます。 

また、本年次大会から、すべての発表に対して「利益相反の有無」に関する開示をお願い申

し上げます。当該開示に対する文案等の詳細については大会ホームページにてお伝えいたしま

す。なお、すべての発表・報告において、個人または所属機関等の宣伝および侮蔑的な表現を

用いることのないようお願い申し上げます。 

 

2. 託児スペースについて 

  託児スペースを設ける予定です。詳細は大会ホームページでお伝えします。 

 

 

■今後の予定 

  

 

https://j-aba.jp/data/harassment_policy.pdf
https://j-aba.jp/data/harassment_kitei.pdf
https://j-aba.jp/data/diversity.pdf
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■問い合わせ先 

 

1. 第 44回大会に関するお問い合わせ 

   日本行動分析学会第 44回年次大会準備委員会 

 

〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島 2-579-15 早稲田大学人間科学学術院 

E-mail： jaba-meeting@j-aba.jp 

 

 

2. 学会への入会・住所などの変更届 

  一般社団法人 日本行動分析学会事務局 

 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター (株)国際文献社内 

E-mail：j-aba.office@j-aba.jp 


